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明日から夏休みを迎えるにあたり、全校集会で、ふりかえりと長期休業の約束事などを確認いたしまし

た。組織目標「一人一人のよさを認め 伸ばす」に向かい、6月からそれぞれががんばって「できた！」

ことを書いたがんばリンゴのカードが増えてきたことが、大変うれしい実りです。「月例テストで 100点

取れたよ」「さかあがりができたよ」「ピアノで校歌を弾けたよ」「英検が受かったよ」「お手伝い（洗濯た

たみ）ができたよ」小さな一歩が、自信と次のチャレンジへの意欲を生み、成長へとつながるよう、これ

からも励ましていきたいと思います。 

今年度から夏休みの期間が増えました。ぜひ普段はできないような、

時間をじっくりとかけた体験をしてほしいです。長編の読書、絵や工作

にチャレンジしたり、虫や植物を観察したり……興味のあることに取り

組めたらよいですね。また、家族の一員として、お子さんに何か一つお

手伝いなど役割を担わせていただきたいと思います。ご家庭でお子さん

と話し合って、どうぞ有意義な夏休みにしてください。安全に気をつけ

て、９月１日に元気な笑顔で会いましょう。 

 
テーマは「熱中症を予防しよう！」熱中症について正しく楽しく学び、暑い夏

を健康に安全に乗り切ってほしいと、児童保健委員会が準備をし、縦割り班

ごと体験をしました。３つのチャレンジコーナーでは「どうして帽子をかぶ

るのか？」「なぜこまめな水分補給が必要なの？」「服装から夏の健康を考え

よう！」実験をしながら考えました。クイズウォークラリーでは、校内に隠さ

れたクイズをときながら、熱中症の予防について知識を深めました。 

 
茨城県県民生活環境部環境政策課 生物多様性センターによる出前講座「特定外

来生物を学ぶ」。中庭プロジェクト池班は、校庭で拾ったカメをきっかけに、外

来生物について調べていたので、外来生物の危険性とともに、全ての外来生物

が悪いわけではなく、駆除すべき危険な外来生物はごく一部であることを知り、

うなずいていました。本校の中庭の生き物を採取して、種類や特徴についても

教えてくださり、子どもたちは目を輝かせて聞いていました。 

陶芸家・松浦加奈先生と魁の会の皆様による作陶教室。今年も、茶道の心得を

教えていただいた後、地元の粘土で 抹茶椀をつくりました。故伊藤瓢堂先生の

七面焼復活・文化の継承に懸ける思い、水戸の人々や小学校との交流への思い

を受け、たくさんの方々の支えを感じる作陶教室でした。これから山形で松浦

先生が仕上げてくださる、世界に一つだけの抹茶椀が楽しみです。 

 
読み聞かせボランティアのまんまるずさんによる毎月の読み聞かせ。テーマに

沿って低・中・高学年に合わせた本のチョイス。毎回子どもたちは本の世界にひき

こまれ聴き入っています。読み聞かせの時間に「聞く力」が養われています。感

想カードの表現が豊かになり、語彙と共に心が耕されていることが分かります。

まんまるずの皆様ありがとうございます。これまで読んでいただいた本は毎回学

校のブログに挙げてありますので、夏休みの読書の参考にしてみてください。 

※ 学校ホームページのブログから、日々の活動の様子をご覧ください。 

子どもが主役 ： 人となかよし 本となかよし 自然となかよし 


